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（１面から）


　後半には、質問と意見が次つぎ出され、活発な討論になった。そのいくつかを紹介する。





▼「選挙隠し」





　―中国、北朝鮮の挑発をどう考えるか。メディアは？


　「力には力で対抗しなければだめだ、という議論を克服したい。結局抑止力論の克服だ」


　（丸山）参院選で公示日に、「争点は憲法」と書いたのは朝日、東京、毎日だったが、読売、産経は「争点はアベノミクス」と書いた。テレビでは、総報道量で３割くらい減り、むしろ選挙隠しだ。また、議席数の割合で党首の放送時間を当てる。そうなると安倍さんは全部の半分くらいを占める。問題だ。





▼都知事選での統一は…





　―参院選１人区では統一がうまくできたが、都知事候補では難航した。なぜか。


　「野党共闘はそんなに強固なものではない。宇都宮さんについて言えば、支持する人が先に動き出してしまった部分があるのではないか。まとまったのだから、闘いながら強めていくことが大事だ」


  （鈴木）野党共闘は地方で前進したが、実は東京では初めてなので、難しかった。いまも学習中であり、ここを乗り越えてこそ、総選挙での野党共闘の可能性が開けてくるのだと思う。





▼「白兵戦」





　―最近、駅頭で宣伝していると、いちゃもんをつけられるケースが増えている。現場は「白兵戦」になっている。


  「九条の会にも最近妨害電話が多い。執拗に電話で文句を言ってくる。自衛隊員も守るのか、と言ってくる。最近自民党の憲法勉強会もある。事務員の対応も大変だ」


  （丸山）あす若（あすの自由を考える若手弁護士の会）がやっている「憲法カフェ」があるが、これに対抗して日本会議の女性組織が「憲法おしゃべりカフェ」を始めた。





▼今後の運動は？





  ―今年の11月３日は憲法公布70年だ。これをきっかけとして、制定当時の歴史とか精神とかを学び直して広げたらどうか。何か計画は？


　―戦争体験が生々しかった昔の世代と、平和と繁栄が当たり前になっている今の若者の感覚は違っている。このことを前提にしないといけないのではないか。


　「憲法の制定過程の話をすれば、イタリアはレジスタンスの経験があり、自ら侵略の責任者を倒して、国民投票で王政を廃止した。ドイツはナチスを徹底的に追及し、今もやっている。日本の場合、米国は日本の旧体制を温存、利用して復興させた。憲法はその意味では確かに押し付けられた。だから、復古調の憲法草案が出てくる」





▼９月25日に九条の会交流集会





　「九条の会は、９月25日に６回目の全国交流集会を開く。全国の運動の中には、消える組織もあるが『青年九条の会』が生まれたり、毎月５つ、６つ生まれている。新しい動きも出ている。そんな経験も交流しながら新しい運動をつくりたい。九条の会は呼びかけ人９人の内６人が亡くなった。今後、『世話人会』みたいなものを作って運営することも考えている」


　―２０００万署名はどこまで行ったのか？


　「九条の会には今もどんどん来ている。６月末現在で１３５０万筆だ」





▼戦争は絶対イヤ





　最後に何人かの参加者が意見と感想を話した。


  「憲法ができたときは、ジューキで働いていた。労働組合もできて参加した。一番驚いたのは女性にも選挙権ができたことだった。『戦争はいやだ』とは思っていたが、戦争についても分かったし、共産党が戦争に反対していたことも初めて知った。いまこんなことが起きているのは私たちの力が足りなかったのか。90歳になったが何があっても戦争はイヤ。憲法を守りたい」





▼今が壊れることを伝える





　「私は45年生まれ。憲法の下で男女同権も当たり前で育ったが、いま若い人たちと話すと、憲法で保障された当たり前の基本的な権利が崩されていくことに気づかなくなっている。だから過去を学ぶというより、当たり前の生活がどう失われるかを伝えたい」


「私は37年生まれ、終戦のとき小学校３年生だった。群馬の田舎で空襲で遠くの空が焼けるように赤かったことと、食糧難を覚えている。私たちの体験を伝えて憲法に結びつけたい」


　「年金者組合の活動をしているが、男女格差や正規と非正規の格差など、憲法が実現されていないことを伝えたい」


（丸山重威・記）
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８月２日(火)～７日（日） 


第３回「調布美術のひろば」


於：たづくり２階「南ギャラリー」





第１１６回(９月ロングラン)例会


原発事故で失ったもの 飯館村からの報告


お話：伊藤延由さん（原発被災者・元いいだてふぁーむ管理人）


討論：相川隆司さん


沖田光子さん


一井唯史さん


9月11日(日)14時～20時


参加費300円＋懇親会1000円


於：あくろすホール





第１１７回(１０月)例会（フィールドワーク）


福島原発事故、現地をつぶさに見る


10月14日(金)～15日(土)


参加費25,000円（バス代など）
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